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－ 大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤの任務と役割 －[平成22年度版]

Ｓｐｏｒｔｓ ｆｏｒ ａｌｌ
スポ ツはすべての人のもの～ スポーツはすべての人のもの ～

いつでも どこでも だれでも だれとでも いつまでもい でも どこでも だれでも だれとでも い までも

スポーツを通じた障害のある人とない人の‘つながりづくり’

ｔｏ ｌｉｖｅ ｔｏｇｅｔｈｅｒ ＝ 共 生

大阪市長居・舞洲障害者スポーツセンター指定管理者

(社福)大阪市障害者福祉・スポーツ協会



（１９７４ Ｓ４９）

－ 障害のある人のスポーツの拠点施設と発信基地 －

累積利用２５９万人
大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤ

長居障害者ＳＣ

（１９７４：Ｓ４９）

長居障害者スポーツセンター長居障害者スポーツセンター

累積利用２５９万人

★ 日本初の身体障害者専用

（１９９７：Ｈ９）

＊第２種社会福祉事業

＊障害者福祉センターＡ型 累積利用７５９万人
舞洲障害者ＳＣ

（１９９７：Ｈ９）

● 設立の趣旨 ⇒「体力の維持・増進、身体機能の回復と向上」「社会参加と自立」

【コンセプト】・水平(段差なし) ・安全(明るく) ・案内利便

○ 基本構想 ⇒ ① 障害の種類や程度の別なく、すべての障害者と家族も利用

② いつ来ても気軽に利用、明日への希望の湧く施設

障害のある人とスポーツ

◆ スポーツの役割◆ スポ ツの役割

１．治療・訓練の一環としてのリハビリテーション

２．体力の維持・増進、残存能力の向上
Ａ．障害のある人が、気軽に、だれとでも

ともに生活の中で楽しむスポーツ
３．障害や障害のある人に対する理解の促進

４．障害のある人たちの自立と社会参加の促進

ともに生活の中で楽しむスポ ツ

Ｂ．競技としてのスポーツ



Ⅰ スポーツ・レクリエーション活動の機会の提供
ａ．スポーツ施設の個人利用者の指導

ｂ スポーツ教室ｂ．スポーツ教室
ｃ．自主事業

ｅ．センタークラブや障害者団体主催の競技会を支援し、障害のある人(子ども)とない人の交流促進

ｄ．スポーツクラブの育成と支援

Ⅱ スポーツ振興を担う人材の育成事業
ａ．障害者のスポーツ指導者養成とボランティア・サポーター育成の講習会の開催

ｂ 実習生 研修生 体験学習を受入れ 人材育成と障害や障害 ある人(子ども) 理解 促進

ｅ．センタ クラブや障害者団体主催の競技会を支援し、障害のある人(子ども)とない人の交流促進

ｂ．実習生・研修生、体験学習を受入れ、 人材育成と障害や障害のある人(子ども)への理解の促進

大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤの実施事業

Ⅲ 障害者のスポーツに関する普及・啓発事業

ａ．『大阪市/地域・障害者のスポーツ振興プロジェクト』の取組みの強化

ｂ．『大阪市障害者スポーツミーティング』の開催

ｃ．『大阪市障害者スポーツ大会』と『全国障害者スポーツ大会への選手団派遣』、

『大阪市障害者スキ 教室』 『国際親善車椅子バスケ トボ ル大阪大会』 など『大阪市障害者スキー教室』、『国際親善車椅子バスケットボール大阪大会』 など

Ⅳ スポーツに関する相談事業(身体障害者福祉センターＡ型事業)
ａ．スポーツ医事相談とスポーツ相談の実施ポ ツ医事相談 ポ ツ相談 実施

ｂ．理学療法士によるリハビリテーション相談の実施

ｃ．「長居・舞洲なるほど相談室」で生活・就労・教育などの各種相談事業の実施



大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤの利用状況 － １

◆ 利用状況の推移 ＊ 介護者含む延利用人員総数(注；Ｈ１８／長居ＳＣＤは３カ月間工事による閉館)

単位;人 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

長 居 ３１８,１７２ ２５４,６１５ ３３７,５９６ ３４８,３６９ ３５５,５１０

舞 洲 ２５９,０７９ ２７１,１３３ ２５０,５３５ ２４７,０９３ ２５４,１２２

50,000

60,000 平成２１年度障害別個人延利用人員/３１２,３０９人

９４ ６２５人 １４５ ５１８人

合 計 ５７７,２５１ ５２５,７４８ ５８８,１０４ ５９５,４６２ ６０９,６３２

10 000

20,000

30,000

40,000

２２,７４９人

８,２４５人

９４,６２５人

６ ２６１人

１５,５２９人

１４５,５１８人

１９,２８６人

0

10,000

長居 18,438 5,476 62,085 4,096 11,720 75,048 12,304 92

舞洲 4,311 2,769 32,540 2,165 3,809 70,470 6,982 4

視覚 聴言 肢体 内部 重複 知的 精神 その他

６,２６１人

人
９６人

平成２１年度 等級別個人延利用人員 割合
舞 洲

30

40

50 平成２１年度；等級別個人延利用人員の割合
舞 洲

合 計

長 居

10

20

30

２２,６２２人

７,０９９人 ５ ０９３人 １５７人

0

長居 36.3 31.6 17.5 9.8 3.2 1.7 0.004

舞洲 47.2 31 16 3.4 0.9 1.5 0.122

合計 40.6 31.3 16.9 7.2 2.3 1.6 0.127

1級・A 2級・B1 3級・B2 ４級 ５級 ６級 他

％

％

１２６,８４５人 ９７,８０９人 ５２,６８４人
７,０９９人 ５,０９３人 １５７人



大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤの利用状況 － ２
30

平成２１年度 年齢区分別個人延利用人員 割合 26.3

19 2
20.1

20.8
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平成２１年度；年齢区分別個人延利用人員の割合

長居は、高齢者が

単位；％

■ 長居

■ 舞洲
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12.3

19.2

14.1
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12

15.8

11.7

18.4

15
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舞洲は、若い人の利用が■ 平均

8.8
1010.1

7.2
6.7

4.3
5.1

7
8.1

9.4
8.8

5

10

２７ ３２７人 ２９ ３５９ ５７ ５４３ ４９ ２９１ ３６ ５８４ ２５ ２４９ ２１ ９６７ ６４ ９８９

0
0～12歳 13～17 18～29 30～39 40～49 50～59 60～64 65歳～

個人利用；地域別利用状況（平成２１年度）

２７,３２７人 ２９,３５９ ５７,５４３ ４９,２９１ ３６,５８４ ２５,２４９ ２１,９６７ ６４, ９８９

他府県, 3.9

個人利用；地域別利用状況（平成２１年度）

５,６１８人

順位 長 居 Ｓ Ｃ Ｄ 舞 洲 Ｓ Ｃ Ｄ

１位 住 吉 区 16,234人 此 花 区 4,680人

２位 堺 市 13,276 東大阪市 4,571

大阪府下, 大阪市内,

％
３位 東住吉区 11,487 堺 市 2,781

４位 平 野 区 10,036 港 区 1,771

５位 阿倍野区 6,121 平 野 区 1,733
％ ％ ％32

大阪市内,
64.1

９１,２６２人
４５,５４９人

阿倍野区 , 平 野 区 ,

６位 松 原 市 3,824 吹 田 市 1,733

７位 住之江区 3,636 大 正 区 1,712



1,443
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屋外プ

アーチェリー

医事相談室

長居

長居障害者スポーツセンター

40,447

3,128

2,947

672

23,032

小体育館

遊戯室

研修室・和室

研修室2

屋外プール

年 間 ＝ ３５５,５１０人

開 館 ＝ ２９９日

１日平均 ＝ １,１８９人

62 057

42,518

71,782

25,691

47,666

プール

卓球

ボウリング

トレーニング

講習室

１日平均 １,１８９人

34,080

62,057
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人

人

大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤの利用状況 － ３

1,946図書室

舞洲

舞洲障害者スポーツセンター

大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤの利用状況 － ３
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プレイルーム

アーチェリー
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会議室
舞洲障害者スポ ツセンタ
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１日平均 ＝ ８４２人
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33,198
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大阪市障害者スポーツセンターＯＳＣＤの利用状況 － ４

● 利用目的[複数回答]／長居[142件]＋舞洲[203件]
[個人利用者/Ｈ２０年度アンケート調査結果より]

7.111.422.6

6.4

38.7

13.8
10
20
30
40
● 利用目的[複数回答]／長居[142件]＋舞洲[203件]

％

[個 利用者/ 年度ア 調 結果 り]

0
10

リハビリ 健康維持 仲間の交流 技術向上 教室 その他
％

◆ 利用開始時期／■ 長居 ＋ ■ 舞洲 ＝ ■ 合計

0

41.6

18.4
9.9

36.2
18.417 16.3

30

12.1 13.6

39.3
25.1

14.87.3
0

25

50

％
21年以上前 11～20年前 6～10年前 1～5年前 1年以内

％

2.7その他

● 実施してほしい事業[複数回答]／長居[161件]＋舞洲[213件]

5.9

2.7

8.6

12.3

就労

教育

法律・施策

そ 他

[単位／％]

＊ 障害者関連法+施策 等

12.6

13.1

5.9

リハビリ

栄養・食事

生活
[単位／％]

％ 24.115

0 5 10 15 20 25

スポーツ

健康 ％



大阪市障害者スポーツセンターOSCDの６ｔｉｏｎｓとコンセプト

基本コンセプト
管理運営の基本理念

障害のある人(子ども)の

スポーツ・レク活動による

★ 障害のあるだれもが いつ ひとりできても

仲間や指導者がいて いろいろなスポーツに親しめる施設

主体性の尊重 権利擁護 地域生活の推進

● リハビリから、自発的な・楽しむスポーツへ、そしてパラリンピックまで

大阪市障害者スポ ツセンタ

障害のある人(子ども)

communicationrehabilitation
大阪市障害者スポーツセンター

スポーツ活動を通じた

社 会 参 加 と つ な が り づ く り

コミュニケーション
・なかまづくり
・交流
社会参加

リハビリテーション
・体力の維持、増進
・機能の回復と向上

ステーション
・社会参加

コンペティションレクリエーション Ｓｐｏｒｔｓ ｆｏｒ ａｌｌ

recreation competition

station

コン ティション
・競技としてのスポーツ
・技術の向上

レクリエ ション
・家族や友人
・サポーター
・一人で

ｐ

ノーマライゼーション
normalization

■ 障害者スポーツセンターから地域へ、地域から障害者スポーツセンターへの双方向性

◆ いつでも どこでも だれでも だれとでも いつまでも



スポーツとは？

Ｗｈａｔ’ｓ Ｓｐｏｒｔｓ・・・・？
－ 体育・スポーツ国際憲章／ユネスコ；1978－

S t f ll◆ 権利であり文化 であり、みんなのもの ⇔ Sports for all
ａ．体育とスポーツを行うことはすべての人の基本的権利

ｂ．単なる筋肉運動ではなく、ヒューマニティやプレイを

通じて、よりよく生きるために創造、分有、伝播する

行動等の総合体 ⇔ 文化 ＝ 社会に共有されるもの行動等の総合体 ⇔ 文化 ＝ 社会に共有されるもの

ｃ．スポーツとは？ ⇒ 社会的所産 ⇔ みんなのもの

ｄ．スポーツとは？ ⇒ 仲間や相手と共に創る活動の世界ｄ．スポ ツとは？ ⇒ 仲間や相手と共に創る活動の世界

ｅ．スポーツとは？ ⇒ 親睦、触れ合い、共感の獲得の場

◆ Sports-man-ship と Human-rights

ａ．スポーツを通じた人と人との出会い

ｂ．スポーツを通じた触れ合いと相互理解

ｃ．相手を認め、讃え合う心

◆ Sports for all ⇔ to live together ＝ 共 生 ⇔ Normalization


